
に ふ まこ と
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質
問

熱
中
症
予
防
対
策
と

避
難
所
の
環
境
整
備
の
観
点

か
ら
、
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
の
早
期
整
備
を
こ
れ
ま
で

再
三
要
望
し
て
き
た
。
３
年

度
は
可
能
性
調
査
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
い
う
が
、
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
財
政
の
裏
づ
け
を
持
っ

た
実
現
可
能
な
事
業
実
施
方

針
を
示
す
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

事
業
の
実
現
に
向
け

て
課
題
整
理
を
行
っ
て
お
り
、

可
能
性
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
事
業
実
施
方
針
を
で
き

る
だ
け
早
期
に
示
す
。

子 ど も
医 療 費
助
成
年
齢
の
拡
大

任
期
中
の
実
現
は

質
問

子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
年
齢
を
１８
歳
ま
で

拡
大
す
る
よ
う
要
望
し
て
き

た
が
、
府
内
中
核
市
で
助
成

年
齢
が
１５
歳
ま
で
な
の
は
、

本
市
の
み
と
な
る
。市
長
は
、

所
信
表
明
で
子
ど
も
医
療
費

支
援
の
充
実
を
掲
げ
た
が
、

任
期
中
に
実
現
で
き
る
の
か
。

答
弁

子
ど
も
医
療
費
助
成

の
拡
大
等
に
向
け
、
既
存
制

度
の
見
直
し
も
含
め
た
行
財

政
改
革
を
や
り
遂
げ
、
必
要

な
財
源
確
保
を
図
っ
て
い
く
。
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質
問

国
の
制
度
変
更
に
伴

い
ひ
と
り
親
等
の
た
め
の
休

業
手
当
金
を
終
了
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
へ
の
支

援
の
ス
タ
ン
ス
に
疑
問
が
残

る
。
真
に
必
要
な
支
援
を
届

け
る
た
め
に
、
各
部
署
が
市

民
の
声
や
思
い
を
受
け
止
め

て
庁
内
で
共
有
し
、
市
全
体

の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁

各
部
署
で
今
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
、
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
行
政
が
一
つ
と
な

り
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

菅
原
東
小
学
校
の
児
童
数
増

早
急
に
校
舎
の
増
設
を

質
問

菅
原
東
小
学
校
で
は
、

児
童
数
増
加
に
伴
い
教
室
が

不
足
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
は
、
英
語
教
室
等
を
通
常

学
級
に
変
更
し
て
対
応
す
る

よ
う
学
校
に
指
示
し
た
と
い

う
が
、
こ
れ
で
教
育
の
質
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

な
お
、
校
舎
の
増
設
を
、

財
源
確
保
も
含
め
、
早
急
に

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

教
室
の
利
用
形
態
を

変
更
す
る
な
ど
当
面
の
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
予
算

確
保
も
含
め
た
今
後
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

枚
方
議
会
３
面

１
１
０
１
０
３

井
❶
井
❷
尚
❸
尚
❹
井
❺
尚
❻
井

質
問

今
年
度
、
ひ
と
り
親

家
庭
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
養
育
費
確
保
事
業

を
開
始
し
た
と
い
う
。
同
事

＊
４

業
と
併
せ
、
面
会
交
流
支
援

も
重
要
と
考
え
る
が
、
本
市

で
の
取
組
状
況
を
聞
く
。

な
お
、
面
会
交
流
を
行
う

家
庭
で
は
、
養
育
費
の
継
続

支
払
い
の
割
合
が
高
く
な
る

デ
ー
タ
も
あ
る
た
め
、
支
援

の
充
実
を
要
望
す
る
。

答
弁

今
年
度
を
始
期
と
す

る
第
４
次
ひ
と
り
親
家
庭
等

自
立
促
進
計
画
に
お
い
て
、

施
策
目
標
の
一
つ
に
位
置
づ

け
、
取
組
を
進
め
て
い
る
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業

里
親
活
用
の
考
え
は

＊
５

質
問

国
か
ら
子
育
て
短
期

支
援
事
業
に
お
け
る
里
親
の

活
用
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ

た
と
い
う
が
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

な
お
、
子
育
て
家
庭
が
困

っ
た
時
に
利
用
で
き
る
中
規

模
の
施
設
の
調
査
・
研
究
と
、

府
・
市
連
携
に
よ
る
里
親
制

度
の
啓
発
等
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
通
知
に
基
づ
く
府

の
意
向
調
査
に
対
し
、
協
議

を
希
望
す
る
と
回
答
し
た
。

今
後
も
府
と
連
携
し
、
実
施

に
向
け
た
協
議
を
行
う
。
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質
問

既
に
感
染
が
第
５
波

に
ま
で
至
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

の
展
望
を
聞
く
。

答
弁

引
き
続
き
国
や
府
と

連
携
し
て
医
療
や
保
健
所
の

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
。

ま
た
、
市
民
に
対
し
感
染

症
対
策
を
働
き
か
け
、
第
６

波
に
備
え
る
一
方
、
社
会
経

済
活
動
を
維
持
、
回
復
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

地
元
住
民
へ
の
説
明
は

質
問

都
市
計
画
道
路
４
路

線
の
整
備
事
業
を
円
滑
に
進

め
る
に
は
、
地
元
住
民
か
ら

理
解
を
得
る
こ
と
が
何
よ
り

重
要
で
あ
る
。
今
年
度
は
事

業
が
大
き
く
進
捗
し
て
い
る

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面

に
よ
る
地
域
で
の
説
明
会
は

難
し
い
が
、
事
業
説
明
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

住
民
に
は
、
工
事
の

お
知
ら
せ
ビ
ラ
の
回
覧
や
配

布
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
工

事
の
進
捗
状
況
等
を
理
解
し

て
も
ら
い
や
す
い
内
容
へ
更

新
す
る
な
ど
、
工
夫
し
な
が

ら
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

質
問

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ

ー
ツ
は
、
障
害
の
有
無
や
年

齢
、
性
別
に
関
係
な
く
、
車

椅
子
を
使
っ
て
皆
が
一
緒
に

楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
多
様

性
を
認
め
合
う
共
生
社
会
の

実
現
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進

と
、
車
椅
子
専
用
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
く
。

答
弁

施
設
整
備
に
つ
い
て
、

他
市
事
例
を
研
究
す
る
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
全
体

の
今
後
の
在
り
方
や
福
祉
的

側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

含
め
、
議
論
を
進
め
る
。

伊 加 賀
スポーツ
センター
倉
庫
棟
周
辺
の

一
体
的
な
活
用
を

質
問

伊
加
賀
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
倉
庫
棟
は
、
耐
震
補

強
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
切
な
文
化
財
等
を
保

管
し
て
い
る
と
、
幾
度
も
指

摘
し
て
き
た
。
隣
接
の
運
動

広
場
を
合
わ
せ
る
と
大
き
な

面
積
と
な
る
た
め
、
将
来
に

向
け
た
一
体
的
な
活
用
も
考

え
ら
れ
る
が
、今
後
も
現
状
の

ま
ま
使
い
続
け
る
つ
も
り
か
。

答
弁

同
倉
庫
棟
の
使
用
状

況
の
課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

財
政
状
況
等
の
課
題
も
あ
る

が
、将
来
の
在
り
方
を
見
据
え
、

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
よ
る
自
粛
生
活
の
影
響
で

動
物
を
飼
う
人
が
増
え
て
い

る
が
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と

一
緒
に
避
難
し
た
際
、
避
難

所
で
受
入
れ
は
可
能
な
の
か
。

な
お
、
ペ
ッ
ト
と
の
避
難

に
つ
い
て
、
平
時
か
ら
の
備

え
や
災
害
時
に
安
心
し
て
一

緒
に
い
る
た
め
の
行
動
な
ど

の
周
知
、啓
発
を
要
望
す
る
。

答
弁

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
、
避
難
所
の
居
住

空
間
へ
の
ペ
ッ
ト
の
持
込
み

を
禁
止
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
対
応
等
は
各
地
域
で
決

め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

生
理
用
品
の
配
布

今
後
も
継
続
支
援
を

質
問

男
女
共
生
フ
ロ
ア
・

ウ
ィ
ル
で
は
災
害
備
蓄
品
を

活
用
し
生
理
用
品
を
配
布
し

て
い
る
が
、
な
く
な
り
次
第

終
了
と
い
う
。
備
蓄
品
に
頼

ら
ず
配
布
を
継
続
し
て
ほ
し

い
が
、今
後
の
対
応
を
聞
く
。

な
お
、
市
内
の
公
共
ト
イ

レ
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
に

つ
い
て
も
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁

相
談
窓
口
の
案
内
と

併
せ
て
配
布
し
て
い
る
も
の

で
、施
設
の
特
性
を
踏
ま
え
、

女
性
の
支
援
に
つ
な
げ
る
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問

国
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
の
達
成
が
厳
し

い
中
、
環
境
に
配
慮
し
た
次

世
代
自
動
車
の
市
民
、
事
業

者
へ
の
普
及
促
進
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
同
自
動
車
の
市
で

の
導
入
は
、
災
害
対
応
等
の

様
々
な
付
加
価
値
を
考
慮
し
、

国
の
財
源
等
も
活
用
し
て
推

進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

効
果
的
な
取
組
が
必

要
で
、具
体
に
は
２
０
３
０
年

度
ま
で
の
市
の
取
組
方
針
を

示
す
次
期
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
に
位
置
づ
け
る
。

福祉サービス
利用援助事業
待
機
者
解
消
へ
の

取
組
の
方
向
性
は

質
問

社
会
福
祉
協
議
会
が

＊
７

実
施
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
は
、
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
か
ら
利
用
待
機
者
が

増
え
て
い
る
。
市
も
補
助
す

る
中
、
こ
の
待
機
者
解
消
へ

の
取
組
の
方
向
性
を
聞
く
。

な
お
、
同
事
業
の
利
用
枠

を
増
や
す
た
め
、
ま
ず
は
同

協
議
会
の
人
員
配
置
見
直
し

等
の
業
務
改
善
を
要
望
す
る
。

答
弁

成
年
後
見
制
度
へ
の

移
行
の
ほ
か
、
効
率
的
な
事

業
執
行
な
ど
、
同
協
議
会
に

待
機
者
解
消
に
向
け
た
働
き

か
け
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

質
問

自
治
会
活
動
の
課
題

解
決
に
向
け
、
市
と
枚
方
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会

と
の
検
討
会
で
議
論
し
て
い

く
と
い
う
。
自
治
会
の
負
担

軽
減
に
は
、
情
報
共
有
に
電

子
回
覧
板
を
導
入
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
る
が
、
幾
つ

か
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
設
け

て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
弁

電
子
回
覧
板
な
ど
情

報
共
有
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い

て
は
、
検
討
会
で
の
議
論
を

経
て
、
希
望
す
る
校
区
を
対

象
に
試
行
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
検
証
結
果
や
地
域
の

意
見
を
踏
ま
え
取
り
組
む
。

高
齢
者
の
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー

支
援
事
業
の
期
間
延
長
を

質
問

通
信
事
業
者
と
連
携

し
て
行
っ
て
い
る
高
齢
者
ス

マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
支
援
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
地
域
で
の
電
子
回

覧
板
導
入
を
進
め
る
た
め
に

も
、
同
事
業
の
実
施
期
間
の

延
長
と
、
高
齢
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
楽
し

く
学
べ
る
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

事
前
調
査
で
約
５
０

０
０
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
購
入
意
向
を
示
す
も
、

緊
急
事
態
宣
言
下
で
、現
在
、

約
３
０
０
人
の
実
績
で
あ
る
。

質
問

市
東
部
の
通
称
「
津

田
山
」
に
は
「
津
田
城
遺

跡
」
と
総
称
さ
れ
る
城
郭
遺

跡
群
が
あ
り
、
そ
の
西
麓
に

あ
っ
た
本
丸
山
城
の
発
掘
調

査
が
昭
和
５８
年
に
行
わ
れ
た

が
、
こ
の
地
域
は
現
住
所
で

ど
の
辺
り
な
の
か
。
ま
た
、

同
遺
跡
を
歴
史
上
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
地
域
住
民
を
は
じ

め
、
市
民
へ
同
遺
跡
の
歴
史

と
魅
力
を
正
確
に
伝
え
る
た

め
、
地
元
の
津
田
生
涯
学
習

市
民
セ
ン
タ
ー
で
空
き
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
し
た
文
化
財
の

展
示
や
、
小
・
中
学
校
で
地

域
の
歴
史
を
学
ぶ
取
組
を
実

施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

本
丸
山
城
の
あ
っ
た

場
所
は
、
現
在
の
津
田
山
手

１
丁
目
の
住
宅
地
エ
リ
ア
で
、

遺
構
等
は
開
発
に
よ
り
残
っ

て
い
な
い
。
同
遺
跡
は
文
化

財
保
護
法
で
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
指
定
さ
れ
て
お
り
、

文
献
に
は
室
町
幕
府
最
後
の

将
軍
、
足
利
義
昭
と
の
由
縁

な
ど
興
味
深
い
記
述
も
あ
り
、

今
後
市
民
に
紹
介
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
要
配
慮
者
の
命
を
守
る
福

祉
避
難
所
の
運
営
支
援
を

〇
待
望
の
枚
方
市
展
が
開
催

今
後
伝
統
あ
る
展
示
会
に

＊１ 市街化調整区域…都
市計画法により定められた
都市計画の一つで、市街化
を抑制すべき区域のこと。
この区域内では、開発行為
や建築行為などが許可制度
によって制限される。反対
に、既に市街地を形成して
いる区域を市街化区域とい
う。
＊２ ハイブリッド型授業
…【１面左上の用語の解説
（＊）を参照】
＊３ 無料低額診療事業…
生計困難者が経済的な理由
により必要な医療を受ける
機会を制限されることのな
いよう、無料または低額で
診療を行う事業。
＊４ 面会交流…夫婦が離
婚等により離れて暮らすこ
とになってからも、一緒に
暮らしていない親と子ども
が会ったり、電話や手紙な
どで定期的、継続的に交流
を保つこと。
＊５ 子育て短期支援事業
…出産、入院、育児疲れな

どで家庭での子どもの養育
が一時的に困難な場合に、
一定期間子どもを施設にお
いて預かり養育保護を行う
こと。
＊６ シビックプライド…
まちへの「誇り」「愛着」
「共感」を持ち、まちのた
めに自ら関わっていこうと
する気持ちのこと。
＊７ 福祉サービス利用援
助事業…認知症、知的障害、
精神障害などにより判断能
力が十分でない人が自立し
た地域生活を送れるように
福祉サービスの利用援助や
日常的な金銭管理サービス
を行うことを通じて、権利
擁護を図ることを目的とす
る事業。
＊８ 就学前の教育・保育
施設に係るひらかたプラン
…幼保連携の考えの基、喫
緊の課題である待機児童対
策など子育て施策を推進す
るとともに、今後の保育需
要の減少時期も見据えた公
立施設の在り方を示すため、
平成３０年１１月に作成したプ
ラン。現在、同プランの後
期プランの策定に取り組ん
でいる。

質
問

市
駅
北
口
の
整
備
で

駅
前
広
場
を
約
１
９
０
０
平

方
㍍
も
拡
張
す
る
が
、
そ
の

内
、
僅
か
バ
ス
２
台
分
の
土

地
で
立
派
な
公
衆
ト
イ
レ
と

喫
煙
所
が
設
置
で
き
る
。
利

＊
６

便
性
向
上
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
る
の

に
、な
ぜ
そ
う
し
な
い
の
か
。

な
お
、
安
直
に
設
置
し
な

い
と
決
め
ず
に
、
設
置
の
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
再

検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

市
駅
北
口
の
整
備
は
、

課
題
で
あ
る
公
共
交
通
の
乗

換
え
の
利
便
性
向
上
や
、
歩

行
者
の
安
全
対
策
等
の
機
能

拡
充
を
実
現
す
る
た
め
行
う
。

市駅北口
駅前広場
バ
ス
の
定
時
性
確
保
や

効
率
的
な
輸
送
を

質
問

市
駅
北
口
の
駅
前
広

場
の
バ
ス
待
ち
解
消
に
は
、

歩
道
の
拡
幅
だ
け
で
な
く
、

並
ば
ず
に
利
用
で
き
る
定
時

性
の
確
保
や
効
率
的
な
輸
送

も
重
要
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
事
業
者
等
と
の
協

議
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

協
議
の
最
終
日
を
早
期
周
知

す
る
等
、配
慮
を
要
望
す
る
。

答
弁

事
業
者
と
意
見
交
換

を
行
い
、
効
率
的
な
乗
降
場

所
の
配
置
や
車
道
の
幅
員
等

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

質
問

自
治
会
等
が
設
置
す

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
自
治

会
と
地
域
に
管
理
を
委
ね
て

い
る
。
他
市
で
は
一
元
的
に

市
が
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
本
市
で
は
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
な
の
か
。

な
お
、
交
換
時
期
を
迎
え

始
め
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の

交
換
補
助
の
方
針
を
早
期
に

打
ち
出
す
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

防
犯
灯
の
設
置
は
、

地
域
が
主
体
の
防
犯
活
動
で

あ
り
、
活
動
を
支
援
す
る
観

点
か
ら
、
設
置
費
用
や
電
気

料
金
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

就
学
前
の
教
育・保
育
施
設

プ
ラ
ン
策
定
は
丁
寧
に

＊
８

質
問

就
学
前
の
教
育
・
保

育
施
設
に
係
る
ひ
ら
か
た
プ

ラ
ン
に
お
け
る
後
期
プ
ラ
ン

の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
市

民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
の
か
。

な
お
、
保
育
所
民
営
化
に

は
不
安
の
声
も
あ
る
た
め
、

後
期
プ
ラ
ン
は
、
前
期
プ
ラ

ン
の
検
証
等
も
行
い
、
丁
寧

に
策
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

後
期
プ
ラ
ン
の
策
定

に
当
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
や
市
民
説
明
会
等
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
幅

広
く
意
見
を
聴
取
し
て
い
く
。

総務委員協議会 ８月３１日
委 員 長…鍜治谷知宏 委員…松岡ちひろ、番 匠 映 仁、木 村 亮 太、
副委員長…加 藤 治 岩 本 優 祐、田 中 優 子、有 山 正 信、

（１）枚方市届出避難所登録制度について
（２）行政改革の取り組みについて
（３）継続的に利用する契約の見直しについて
（４）枚方のにぎわい創出事業について

教育子育て委員協議会 ９月１日
委 員 長…上 野 尚 子 委員…前 田 富 枝、野 口 光 男、八 尾 善 之、
副委員長…門 川 紘 幸 小 池 晶 子、丹 生 真 人、 、

（１）ひとり親家庭への支援体制の強化について
（２）「就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン」における後期プ

ランについて
（３）新しい学校づくりに向けた取り組みについて
（４）今後の中学校給食について

市民福祉委員協議会 ８月２６日
委 員 長…藤 田 幸 久 委員…堤 幸 子、田 口 敬 規、野 村 生 代、
副委員長…泉 大 介 西 田 政 充、大 地 正 広、 、

（１）国民健康保険料の収納率向上の取り組みについて
（２）ひらかたポイント事業の現況について
（３）重層的支援体制整備事業の構築に向けた取り組みについて

建設環境委員協議会 ８月２７日
委 員 長…広瀬ひとみ 委員…長 友 克 由、漆 原 周 義、妹 尾 正 信、
副委員長…奥 野 美 佳 岡市栄次郎、一 原 明 美、山 口 勤、

（１）穂谷川清掃工場第３プラントの定期補修工事について
（２）第２次枚方市生活排水処理基本計画（改訂版）の見直しについて
（３）枚方市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の中間検証等に

ついて
（４）第２次枚方市空家等対策計画（案）について
（５）ＪＲ長尾駅周辺地区まちづくり構想の策定について
（６）京阪本線連続立体交差事業について
（７）開発事業等の基準等の見直しについて
（８）鏡伝池緑地（市民の森）の指定候補者の選定について
（９）公共下水道第６９工区楠葉雨水貯留管整備工事等の進捗状況について

委委員員協協議議会会だだよよりり

������������������������������������������������������������
質
問

こ
の
間
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
地
域
の
情
報
共
有

を
訴
え
て
き
た
。
地
域
と
検

討
を
進
め
る
と
い
う
が
、
他

市
事
例
を
参
考
に
し
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
に
不
慣
れ
な
人
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

な
お
、
既
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
す
る
自
治
会
の
取

組
も
生
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

自
治
会
の
業
務
を
軽
減
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
要
望
す
る
。

答
弁

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
、

地
域
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

の
在
り
方
等
を
検
討
す
る
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
へ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を

質
問

休
日
の
部
活
動
指
導

体
制
の
見
直
し
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
中

学
校
の
部
活
動
を
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
一
つ
と
捉
え
、
関
連

団
体
と
連
携
し
て
地
域
ス
ポ

ー
ツ
を
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と

は
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し

い
部
活
動
の
実
現
や
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
関
連
団
体
、
民

間
事
業
者
等
と
連
携
で
き
る

仕
組
み
と
し
て
検
討
す
る
。
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議
会
は
、次
の
３
つ
の
常

任
委
員
会
で
、
そ
の
所
管

す
る
事
務
に
つ
い
て
自
主

的
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
総
務
常
任
委
員
会

８
月
１０
日
に
委
員
会
の

発
議
に
よ
り
「
公
民
連
携

の
推
進
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。当
日
は
、本
市
の

現
状
や
今
後
の
展
開
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
委

員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

８
月
２６
日
に
委
員
会
の

発
議
に
よ
り
「
医
療
的
ケ

ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
本

市
の
現
在
の
支
援
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、委

員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
建
設
環
境
常
任
委
員
会

８
月
２７
日
に
委
員
会
の

発
議
に
よ
り
「
公
園
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。当
日
は
、こ
れ
か
ら

の
公
園
管
理
の
手
法
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
委

員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

議
会
は
、
８
月
２４
日
、

「
都
心
部
の
拠
点
づ
く
り

の
動
向
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
議
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
に
お
い
て
本
市

が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
へ

の
議
論
を
深
め
る
一
助
と

す
る
た
め
、
市
駅
周
辺
等

ま
ち
活
性
化
部
職
員
か
ら
、

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
事
例
な
ど
を
交
え

た
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

↙
同
議
定
書
の
個
人
通
報
制
度
と
は
、
条
約
で
保
障
さ
れ
た
人

権
を
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
が
、
国
内
の
救
済
手
続
を
尽
く
し
た

後
に
条
約
を
監
視
す
る
機
関
に
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

同
機
関
が
審
査
し
て
見
解
を
出
す
制
度
で
す
。
同
機
関
が
通
報

者
の
人
権
侵
害
を
認
め
る
見
解
を
出
し
た
と
し
て
も
当
該
締
約

国
に
対
す
る
法
的
な
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
際
的
に
も

国
内
的
に
も
そ
の
影
響
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
議
定
書
を

批
准
す
る
こ
と
に
よ
り
、
締
約
国
は
、
国
際
的
な
人
権
基
準
に

基
づ
き
、
女
性
の
人
権
侵
害
の
救
済
と
人
権
の
保
障
を
よ
り
強

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
は
、
男
女
格
差
を
測
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

２
０
２
１
」
に
お
い
て
１
５
６
か
国
中
１
２
０
位
と
、
前
年
度

よ
り
１
つ
順
位
が
上
が
り
ま
し
た
が
、
Ｇ
７
で
は
最
下
位
の
ま

ま
で
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
非
正
規
職

員
の
雇
い
止
め
を
は
じ
め
、
特
に
女
性
へ
の
影
響
が
大
き
く
な

っ
て
お
り
、
女
性
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
し
、
男
女
平
等
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
施
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
、
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

に
お
い
て
、
同
議
定
書
に
つ
い
て
は
、
諸
課
題
の
整
理
を
含
め
、

早
期
締
結
に
つ
い
て
真
剣
な
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
の
早
期
批
准
に
向
け
、
司
法
制
度
や
個
人
通
報
を
受
け
入

れ
る
実
施
体
制
等
の
課
題
を
早
急
に
解
決
す
る
た
め
の
環
境
整

備
を
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
法
務
大
臣
、

外
務
大
臣
、
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に

向
け
た
議
論
を
求
め
る
意
見
書

平
成
３０
年
２
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

夫
婦
同
姓
と
夫
婦
別
姓
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
賛
成
ま
た
は
容
認
す
る
と
答
え
た

国
民
は
６６
・
９
％
と
、
反
対
の
２９
・
３
％
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
行
の
民
法
は
、
婚
姻
時
に
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一

方
が
姓
を
改
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
社

会
的
な
信
用
と
実
績
を
築
い
た
人
が
望
ま
な
い
改
姓
を
す
る
こ

と
で
、
自
己
同
一
性
を
喪
失
し
苦
痛
を
伴
う
と
と
も
に
、
一
部

の
資
格
証
で
は
旧
姓
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
姓
を
維

持
す
る
た
め
に
法
的
な
保
障
の
少
な
い
事
実
婚
を
選
択
せ
ざ
る

を
得
な
い
人
が
生
じ
る
な
ど
の
問
題
が
出
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
旧
姓
の
通
称
使
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
を
使
い
分
け
る
負
担
の
増
大
や

個
人
識
別
の
誤
り
の
リ
ス
ク
の
ほ
か
、
管
理
コ
ス
ト
を
増
大
さ

せ
る
等
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
称
使
用
で

は
、
自
己
同
一
性
を
喪
失
す
る
苦
痛
を
解
消
す
る
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
根
本
的
な
解
決
策
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
一
人
っ
子
同
士
の
結
婚
や
高

齢
で
の
結
婚
、
子
連
れ
再
婚
が
増
え
、
改
姓
を
望
ま
な
い
と
考

え
る
人
や
、
現
行
の
民
法
で
は
改
姓
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
結
婚
を
諦
め
て
し
ま
う
人
が
い
る
た
め
、
一
層
非
婚

や
少
子
化
に
つ
な
が
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
国
連
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
は
、

我
が
国
に
対
し
、
女
性
が
婚
姻
前
の
姓
を
保
持
す
る
選
択
を
可

能
に
す
る
よ
う
、
再
三
に
わ
た
り
民
法
の
改
正
を
勧
告
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
最
高
裁
に
お
い
て
、
平
成
２７
年
１２
月
に
引
き
続
き
、

令
和
３
年
６
月
に
も
夫
婦
同
姓
規
定
が
合
憲
と
さ
れ
る
一
方
、

夫
婦
の
姓
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
国
会
で
論
ぜ

ら
れ
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

依
然
と
し
て
国
会
で
の
議
論
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
に
向
け
た
積
極
的
な
議
論
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
法
務
大
臣
、

男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のためのつい立てを議場（演壇、発言席等）に設置し、マスクを外して発言しています。

＜ ３ ＞ 令和３年（２０２１年）１１月１日 枚 方 市 議 会 報 第３３５号


